
見学・勉強

2015.09.03

今日は防災館に行きました。いろんな活動に参加しました。

今はwebを勉強しています。

これからはどうぞよろしくお願いします。

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



自己紹介

2015.09.12

皆さんこんにちは。

はじめての日記ですから　ちょっと自己紹介をします。

上海から来ました邵偲莹と申します。今奈良県にいます。

どうぞ宜しくお願いします。

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



New Life

2015.09.12

先に挨拶させていただきます、こんにちは。少し遅れてきちゃいましたね。今日は以前のことを補充しますね。

奈良に来て1週間経ちました。奈良に来る前の印象は“鹿”しかありませんでした。1日目到着した時の感想は清潔だな、です。

静かな小さい都市と物静かな町の人々。

都心の喧騒から離れ、都心の賑わいから離れ、生活はのんびりと、足どりはゆっくりと、心もゆったりしてきました。

ホームステイ先のお母さんはやさしくてとてもよく笑う人です。ホームステイ先のお父さんはとても忙しいですが、ユーモアを失わない人です。すべてがこんな風に和やかで
す。

私のために準備してくれた部屋はとても居心地がいいです。私はよく笑い半分で言います。これが私の小さな家、小さな部屋です。

言わせてみれば、私の目に映った日本人の良さは、口に出さない素朴なところです。

邵偲瑩さんの日記



初めて日本に来たので、日本語で書かれた繁雑な本は正直読めません。学校の朝自習時間、どのように過ごそう？本屋には中国語の本がないので、仕方なく簡単な日本語の本を
買いました。ネットで中国語版を探して、プリントアウトしてしまおう！家に帰った後はこの件をすっかり忘れてしまって、翌日心配になり始めました。3日目の朝にホームス
テイ先のお父さんが朝食後に、玄関で速達を受け取って、戻ってくると郵便物をそっと私に手渡してくれるとは思いもしませんでした。それは中国語版の星の王子様でした。

日本に着く前、みんながこれからは一人ですよ、自活しないといけない、心の準備はとっくにできていたのに、遠方で独り、このような心のこもった対応をうけました。このす
ばらしいことは心に深く刻まれました。

学校についても話しましょう。遠いところからやって来て私を毎日気にかけてくれる安達先生、少林寺拳法ができるかわいいクラス担任の井本先生、毎朝私に笑顔を向けてくれ
る菊野先生、かわいい同級生達、暖かくて大きな家族、本当にみなさんの配慮に感謝しています！

新生活の紹介はひとまずここまでにします。



Yesterday is my dayfor一条祭

2015.09.13

日本に来て初めての大型イベント——一条祭。

快晴の日で、空は青く、気持ち良かったです。

クラスTシャツには、私の名前もあり、もうこの新しいクラスに溶け込んで、みんなに受け入れられたと感じていて、素敵な感じです。

楽しい一日は朝から始まります。

朝は、hallに行って各部の演出を見ました。なんて言ったらいいだろう、みんなすごかったです。みんなが主人公で、それぞれ自分の特長を持っています。その時に、私は部活
の意義がわかるようになった気がします。それは一人一人自分の価値を探し出し、一人一人には存在する価値があるとのことです。

それから食事に出かけました（笑），各クラスに自作の美味しい料理があって、前もって買った金券を使って、たくさんの美食を味わえました。友達とシェアする感じも素敵で
す～

邵偲瑩さんの日記



それから教室棟にもどって、二つのクラスの迷路に行きました、怖い怖い



頑張りましょう〜

2015.09.14

きょうは生クレソンを食べました。ほんまに苦かったです。上海の料理が思い出しました。やはり甘いものが大好きです。でも、ある言葉が思い出しました。いろいろな自分が
好きではないことをして、うまく成長することができます。頑張ります

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



静かな奈良（≧∇≦）

2015.09.20

雲の形は様々ですよね(~_~;)

邵偲瑩さんの日記



これは日本語で投稿されたものです



大学の見学〜〜

2015.09.20

今週の木曜日は龍谷大学と立命館大学へ見学にいきました。

超うれしかったです〜日本語を勉強するから、日本の大学に興味を持っています。

朝は小雨でした。

龍谷大学はどこでも「You Unlimited」という文字があります。私はこういう校訓が好きです。人の人生はいろいろな可能性があります。どんなでも本当の自分です。

龍谷大学も立命館大学大学も三つのキャンパスがあります。スクウルバスもあります。本当に便利ですね

龍谷大学は長い歴史があります。校内にStarbucksもありますよ〜すごく便利ですね。大学のGlobal　Commonsは留学生がいっばいいます。みんなは休みのときは、先生にな
るかもしれませんよ。すごいですね。うらやましいです。私もしてみたいです。みんなに自分の国の文化を紹介したいです。

昼ご飯のときは、きかわ先生としゃべりました。日本の方言と中国の方言について、ちょっと話し合いました。関西弁は難しいですね。私は今までも少ししかわかりません。う
れしい昼休み時間でした〜

午後は立命館大学の見学でした。立命館大学の設備は本当にすばらしいです。本棚も自分が動くことができます。すごいですね。やはり私立の大学ですね。理系のビルも見学し
ました。みんなも一所懸命勉強しています。頭がいい

邵偲瑩さんの日記



一日ははやっかです。日本の大学、楽しんでいます〜

未来を信じ、未来に生きる

これは日本語で投稿されたものです



中秋〜

2015.09.27

ならまち〜〜すごく古い町でしょう〜

邵偲瑩さんの日記



スーパーmoon~



とりあえずきょうは写真だけです。

これは日本語で投稿されたものです



一起学习吧〜

2015.09.27

虽然之前的学力测试我没参加，但是我问老师要来了试题。

昨天我和日本的爸爸妈妈一起做了测试。

如果没有字典，大部分的题目我都不会。有点受打击。不过爸爸妈妈一直耐心地跟我说明。谢谢你们。

上个星期的古典日语的小测试，成绩不是太好。那个时候，见到了学校的英语老师。。

老师问我“How old are you？”。

“ I'm sixteen.”

“才16岁，人生的道路还很长嘛！加油啊〜”

老师真是太贴心了。

学习，我要加油！！！！！！！

邵偲瑩さんの日記



月が柳の枝先に垂れてる

2015.09.27

奈良にいて２３日目。

団らんの雰囲気はあまりにも濃くて、どうしても視線を故郷の写真から逸らすことができなくて。

邵偲瑩さんの日記



学校のフランス人の先生に聞かれました“中国の一番いいところは？”

考えもせず即答した“上海だ。”もちろん上海ですよ。もちろんその満ちた記憶でずっしり重い上海で、そのしっとりとした江南風情があり、無数の小籠包やワンタン、青団の梨
膏糖、油豆腐と春雨のスープ、ホンシャオロウ、野菜饅、ミニちまき、眉毛酥（焼き菓子の一種——訳注）がある上海に決まってますよ。

あっさりとした日本料理（もちろんこれも超美味しいです〜）を食べるたびに、思わず故郷の油濃さや辛いソースを懐かしく思ってしまいます。

幸い、見ている空は同じですね、呼吸している空気は同じですね。祈るだけであなたたちと一緒にいます。





思い出

2015.10.04

同じposeでも、同じひとではありません。

でも、みんな、大好き！！！！！！

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



体育祭

2015.10.04

今週の金曜日は体育祭でした。

朝は大雨でしたが、体育祭も予定通り開催しました。

雨なので、グランドの地面はちょっと濡れていました。でも、みんなもたのしんでいました。

二年生の集団演技はみんなと頑張って、すごくいい思い出になりました。

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



おいしい〜〜〜

2015.10.04

先週はお好み作ってたべました。今週は焼き肉〜〜毎週末もいろいろ食べました〜〜〜

ありがとうございました〜〜

邵偲瑩さんの日記



これは日本語で投稿されたものです



第一次参加花道&EIC

2015.10.04

参加了两个社团。

星期二去了花道部。

星期四去了EIC。跟大家用英语交谈了。然后教了大家一点中文。和大家约好，下次一起去看小鹿（笑）

邵偲瑩さんの日記



同志社！！！！

2015.10.11

今日は同志社大学の今出川キャンパスに見学にいきました。

一時間ぐらいかかって、とても便利です。最初は近鉄と地下鉄は同じ駅であることはわかりません。とても心配していました。でも、近鉄を降りて、すぐ地下鉄であることは気
づきました。うれしかったです。まあ、日本はやはり便利ですね。

今出川でついたときはもう12時半でした、お腹も空きました。おいしいとりかつ定食もたべました。1本満足！！！

今出川キャンパスを見学することがはじめました〜先輩に聞いて、一番真ん中の木はクリスマスツリーです！ちょっと歩いて、すぐ同志社図書館です。でも残念で、学生証はあ
りませんので、いけませんでした。

邵偲瑩さんの日記



同志社大学はキリスト教の大学ので、どこでも静かで、雰囲気もとてもいいです。わたしも同志社大学に入りたいなあ〜

バスに乗って、四条に買い物に行きました。どこでもにぎやかで、おいしいチョコティーのみました〜〜

楽しい一日で、ちょっと疲れました。今日はまずここまで。



これは日本語で投稿されたものです



初めて料理作った〜

2015.10.18

金曜日は家庭科の調理自習でした。

卵焼き担当しましたが、日本の卵焼きは中国とちょっと違いますから、あまりできません。でも、同じグループの男の子はすごくやさしいです。こまづなをボイルしながら、卵
焼きを作ることもてづたってくれました。そのとき、わたしはちょっと恥ずかしかったです。卵焼きを作ること習いたいなあ！！

帰ってから、ホストファミリーのお母さんと卵焼きについてしゃべりました＝＝週末は卵焼き作ることを決めました。ちょっと緊張していました。ママに電話かけて、卵焼きの
作りかたを教えてくれました。初めての卵焼き作りました。おいしかったです。うれしい〜〜〜

晩ご飯は上海料理の蓮根作りました！！おいしかったです〜〜初めてです！！！

うれしい一日でした：）

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



そろそろ中間考査！！

2015.10.18

来週は中間考査です。毎日も復習します。

日本史は難しいなあ〜〜ちょっと心配しています。頑張って復習します。

その間、ちょっと休憩しました〜ホストファミリーのお母さんとリイガルハイ見ました。

邵偲瑩さんの日記



毎週も一緒におもしろいドラマをちょっとみます〜たのしいです〜

これは日本語で投稿されたものです



私を育ててくれて、あなたが老けていくのにずっと付き合わせて

2015.10.25

土曜日は暇だったので、キーボードを軽く叩いて、「スーパー演説家」という番組を開きました。

北京大学27歳の才女が心込めた話は、多くの人の共感をもたらしました。

「一人っ子とは、私は両親にとって唯一の子だから、ずっと唯一可愛がられる子でいられます。」と彼女は言いました。

「両親は、我々誰にとっても最大の頼りであり、一方、我々も彼たちの頼りでもあります。」と彼女は言いました。

「あらゆる親は、自分の子の成長に欠席したがらないでしょう。私たちも、彼たちが老けて行くのにも欠席すべきではない……」と彼女は言いました。

その話で、以前に見た、15歳の少年は舞台に登り、自分がなぜ海外に行ってみたいと思ったのかを語ったシーンを思い出しました。

彼の話では、お姉さんは彼が12歳の時にカナダに行きました。送ってきた写真はみんな楽しそうで、楽そうで愉快そうであった。彼はそこで憧れが生まれ、外の世界こそ、彼
の欲しがる生活だと思いました。彼は遠くへ行きたがり、自慢の英語で世界を歩きまわりたがりました。けれど、三年後の今になって、彼がようやくわかった：毎日遊びばっか
りしていたように見えるお姉さんは、夜はビルで警備をやっていること。その痩せている肩に、あんなに困難な仕事を担いでいたということでした。彼は不安になった：外の世
界は、一体本当に彼の想像のように素敵なのでしょうか。彼も考えはじめた：なぜ自分はどうしても外の世界へ行ってみたいでしょうか、と。

そうですね、世界は広いから、歩きまわりたいとは、なんて簡単な一言。どれだけの人は世界をさまよい、そんな孤独に憧れているでしょう。私たちも、その中の一人でしょ
う。「未来と夢のためでしょう」と母が言いました。そうですね、夢のために、故郷を後にした；夢のために、親から離れていく；夢のために、ひとり暮らしは16歳からもう
始まっている。

小さい時から今までずっと、歩けるように教わった、知識を教わった、いい成績が取れる方法を教わった、成功への道を教わった。なのに、子女としてのあり方は、一度も教わ
っていないままでした。

ある有名なアナウンサーはそんな話をしたことはあります：道端で先を急いでいるような友人と会って、どうしたのと聞いたら、「さすがにもう耐えられないよ、家族のだれだ
れさんのお葬式に向かっています。」と答えてきた。そうですね、さすがにもうたえられないですね、だれだれさんに会いに行くのではなく、お葬式に向かっていますとね。私
たちは、いつも仕事に励んで、家族や両親によりよい生活できるようにと口実にしながら、実際は自分の欲望を満たしているにすぎないです。穏やかで居たがる木なのに、風は
止まない；親孝行をしたがる子なのに、親はもう待てない。なぜ、間に合わなくなっていないと、目の前のことよりもずっと大切な何かがあると気づかないでしょう？

本題に戻りますが、その北京大学の才女はそう言いました：大人になるとは、経済面で独立でき、親をよりよく過ごさせることだと思い込んでいました。彼女は、休みの時間で
も全部仕事で忙しく、親とは年に2回あるかないかしか会えなかったです。けれど、ある日に、母から電話があって、お父さんは君のベッドの横に座って、深くため息をしなが
ら、娘に会いたいと呟いている話だったです。彼女はその時は気にもしなかった：男のくせに、なんてとんでもない芝居だよ、と。家に帰る日になって、窓際に座っていた父を
目にしたら、ふっと父の髪はもうだんだんと白髮になっているのを気づいた。ふっと、記憶の中のあの強くて負けそうもない男は、背中がもうまっすぐでないと気づいた。

私は学校の寮に住んだことはあります。今でも覚えているのは、初めて寮に入ったこと、初めて親が会いに来てくれたこと、そして初めて食堂の前で親と別れたこと。深い深い
寂しさに包まれ、ゆっくりと親の後ろ姿を目送りしていた私。その日の夜は、親の知らないところで、こっそりと自分の気持ちを書き留めました。龍應台（台湾の作家—訳注）
は「父を見送る」という作品の終わりで、追いかけなくていいよと書いてありますが、私たちは追いかけるべきだ、今から追いかけて行って、早めに追いかけて行って、大きな
歩幅で追いかけていくべきだと私は思います。

邵偲瑩さんの日記



父は、私を一人で家に残して出かけると、家に帰ってきたら「坊やいい子、ただいま」と必ず言います。昨日は母と一緒に出かけて、帰ってきたら私の部屋まで行って、やはり
「ただいま」と言い出しました。今日は母からその話を聞いた時、母まで目を潤わせた。苦も人生だね、痛むこそ成長していくよね。けど、私は、そこまで成長していきたくな
いの。（画像にある文章ですー訳注）

私がいつも自分のことを「元気ですよ」と言っているんだなと思う人は多いでしょう。その中に、いつでも元気で居られる人ってありえないじゃないか？それは逆に心配してし
まうわ、よくないことを自分一人で我慢してるではないか？と思う人も居るでしょう。それに対して、私は「いいえ」と答えます。わかっていますから、頑張って元気に過ごす
こと、本当に元気でいることは、親への本当の思いやりだとわかっていますから。

一人っ子として、将来は親を養うというストレスを抱えています。一方、私たちの親は、世の中で最も大きなリスクを抱えています。なぜなら、私たち一人一人は、一つの家を
意味していますので、私たちの喜怒哀楽は、親はすべて身を以てわかってくれていますので。

お父さん、お母さん、私は本当に元気にしていますよ。悲しいことは一つもなくて。外の世界は本当に素晴らしいです。自分の不足を思い知らせてくれて、自分はなんて小さい
存在であるかを分からせてくれて、「家」の真の意味を理解させてくれているからです。私はこの外の世界が好きで、ここのすべてが好きです。だからお父さん、お母さん、心
配しないで、もうちょっとだけ待ってね。私は絶対に後ろ姿だけを見せることは二度としないから、絶対に龍應台のように、「追いかけなくて、いいよ」と切なく言わせること
はしないから。

もし時間さえ許せば、だれでも「子女としてのあり方」を学ぶことに時間を割くべきでしょうと思います。

土日の休みで、「スーパー演説家」を見た後に、湧いてきた感想ですが、適切でないところがあれば、どうかお許し下さい。





月曜日の雑談

2015.10.26

成績がでました。理想的ではなくて、というよりは、学生生活の中で、こんな成績を見たことがありません。

少しつらいです。

試験前に、大した点数は取れないかもしれない、という心の準備は十分にしていたけど、 “留学生なんだから、許されないことはない、時間はまだあるのだから、ゆっくりと努
力しましょう。”という、慰めも聞きました。

試験前の夕方、斎木先生も電話をくれて、“英語頑張って！大丈夫、日本語じゃないから”と言ってくれました。

どう言おうと、こんなに遠くに来て、できないことを学んで、自分自身を更に充実させなければいけません。。

帰り道、思い悩んでいたので、家に帰って初めて鞄のファスナーが全部開けっ放しだったことに気付き、急いで無くなったものがないか確認して、すべてのものが元の位置に静
かに横たわっているのが確認できました。思わず頭をたたいて自分をとがめました。考え直してみると、後になってまた怖くなってきました。カード、携帯電話、財布、が鞄に
入っていて、日本での財産すべてがこのかばんの中に入っていました。、もしも無くなっていたらこれからどうしよう。また、電車でおじいさんが私の気落ちした＋疲れきった
私の顔を見て、がんばって左側に詰めてくれて、隣をポンポンと叩きながら私に指し示してくれて、私は感動しながら座ったことを思い出しました。うれしい事、喜びに値する
ことがこんなにもたくさんあるんだ、こんな風に考えるとこんなに悩むこともなくなりました。

家に帰って、家のお母さんは私に“あなたに学びたいという心があるのだから、私はきっとあなたが期末試験で思った通りの成績がとれると信じていますよ。これからは毎日教
科書を家に持って帰って来て、私が予習を手伝います。二日目は授業内容を私にフィードバックすることで復習しましょう。しんどい一カ月を頑張って続ければあなたなら大丈
夫ですよ”と言ってくれました。

悩んでいる暇はなく、残っているのは悔しさと感動ばかりです。

寒い晩秋でも、身の回りは温もりをいっぱい感じます。

Ps画像は今日の生け花の作品です。すばらしい作品を見て、気持ちが自然とやわらぐでしょ。先生は、お花ちゃんも私たちの心を理解できる、と言っていました〜

 

 

 

邵偲瑩さんの日記





秋

2015.11.03

急に寒くなってきました。そろそろ紅葉の季節！！大好きな秋〜〜

最近はスピーチ大会があるので、いま一所懸命準備しています。

楽しみにしています！

邵偲瑩さんの日記



これは日本語で投稿されたものです



身の回りのあれこれ

2015.11.04

文化学家は、１つの国家を理解するには、少なくともそこで10ヶ月以上滞在しなければならない、と言っています。

また、一つの文化に馴染むには少なくとも4つの段階がある、とも言っています。

1ハネムーン期（1ヶ月ぐらい）この新しい国はとてもすばらしいと感じ、どこもかしこもすばらしく、自分の国よりも良いと感じる。

2冷静期（2―3ヶ月）新しい国のことを普通に思い、落ち着いてきて、少し自分の国が恋しくなってくる。

3反抗期（4―5ヶ月）どこもかしこも悪く感じられ、やはり自分の国が一番いいと思う。。

4打解け期（6―7ヶ月）反感がなくなり、落ち着いて淡々とその国の良し悪しを受け入れ、客観的に異なる文化間の相違に向き合い、心理状態はより弁証法的でより穏やかなも
のとなる。

さて、実はこれらと私の言いたいことはあまり関係ないので、線で分けましょう。

——————————————————（ここがかわいい分割線）———————————

いくつかの正当で奇妙な原因により、私は日本への11ヶ月間の留学を選択しました（累計で10ヶ月強滞在しました！）私は帰国後も、日本にまた何回も遊びに来たいと思って
います。なぜならこの国は本当に…めっちゃ……かわいい^_^

いくつかの事でそのかわいさを証明します：

1英語の授業、文法を説明している時。先生：“pairwork，じゃんけんして、負けた人はIcan't helpdoingで文を作って、できない人はIcan't help loving you.と言いなさい“不
幸だったのは、体育の授業の時、私は毎回負けていたのだけど（負ける度に腕立て伏せを5回しないといけないんです！）、英語の授業ではこれまで負け知らずでした。それ
で、同じ机の男子は考えた結果、顔を真っ赤にしながら”Ican't help loving you"と言いましたcuteboy〜〜

2ふだん女子と交流することが比較的多いので、男子とあうと軽く頭を挨拶するだけです。朝、コンビニで、私は左手にパン、右手に牛乳を持ち、大きな鞄を背負い、500度の
近視だが、眼鏡をかけてませんでした。前の男子学生に少し見覚えがあるように感じたので、ちょっと笑って手を挙げて挨拶しました。向かい側の男子学生は私に向かってお辞
儀をするとは思いもしなかったので、びっくりして何をしたらいいかわかりませんでした＝＝。ついでにもうひとつ。クラスの中にとても活発な女子がいて、朝、昼、午後、私
を見るといつも、満面の笑顔で“おはようシエイ。”私：“……”まるで空気が彼女の笑顔で活性化するかのようです〜〜

3英語の授業、pairwork，病欠の為、クラスの前後の両端に2つの空きがあり、同級生二人はそれぞれ一人孤軍奮闘していました。そこで先生は前方を指し、男子に言いまし
た、“君は前に来なさい。”男子はすこし笑って、周りを指して言いました”彼女を来させたらいいじゃないですか。”先生：”あなたは女子にものを持たせて移動させます
か？！“男子は本とworksheetを持って教室の前に走りました。

4最近、外に買い物に行きました。外国人がわりと多い場所のせいか、支払いの際の店員：”¥％％……＃¥＃¥＃……&“（恐らく韓国語を話した＝＝）私：“……日本語でいいで
す”家に帰ってから夜に笑い話としてホストファミリーのお母さんにこの事を話しました。ホストファミリーのお母さん：”でも、あなたは、わたしはわかります、と言ってもい
いのよ。”同じ意味だけど、少し話し方を変えると、自分が日本語をわかると伝えられるだけでなく、相手の気持ちも配慮できます。言語は良いもので、日本はさすが婉曲な国
家です！

5学生会の選挙。演説をする時、2人がいっしょに舞台に上がってお辞儀をし順番に講演します。始まった時、私はまだ困惑していました。どうして2人いっしょに上がってき
て、同じ役職に立候補するのか？聞いている内に私はやっとわかりました。一人は立候補者で、もう一人は票集めの手伝いでした。時には他人がどう見るか気にしなくていいと
言いますが、適度に他の人の称賛を聞くのもうれしい事です。中国でもこんな風にできればいいのに！

6みなさんご存じの通り、日本はごみを分別する、清潔な国家です。数日前、英語の先生は突然アメリカから来た女の子を捕まえて言いました“あなたは数日前、プラスチックの
瓶を教室のゴミ箱に捨てませんでしたか？xx先生はとても怒って、一人がそれらのごみの分別を整理し終えました。”と言った後、アメリカ人の女の子は目に涙をためて私に聞
きました：”私はどうやって先生に謝ればいいの？日本語ですみませんってどういえばいい？“突然思い出したのが、日本に来て数日の時、私は恐れ多くてごみを捨てられなく
て、時にはごみをかばんの中にためたりしていました。なぜならどう分類したらいいか本当にわからなかったからです。今は少しずつ慣れてきて、慣れたらだんだんごみの分別
の良さがわかってきました。やはり環境にやさしく、働きやすくするためのことも自分の国で推進できたらいいなぁと思いました（笑）

7ちょうど学校が始まった時の文化祭では、かわいい女の子と一緒に学生のコンサートを聞きに行きました。それ以後、私の面倒をみるのが、彼女の役割となりました＝＝。教
室移動のある授業の前は毎回、自分のものをもってから、教室をぐるりと見渡します（彼女は前の方に座っていて、私は後ろの方です）時には私は自分から歩いて行きます。彼
女は急いで自分のものを片付け、私を連れて行ってくれます。彼女は私に”教室移動は面倒だよね。一年生の時、私はよく間違えた…“ついでに話すのだけど、これがとてもかわ
いくて、DIY好きの女子で、自分で縫った小さいかばんを私にくれました:)

ほんとうに、まだたくさんの面白くて心温まる出来事があります。たとえば奈良公園の子鹿は歩道を跳び回っていて、私について歩いてきて、突然突進してきて私の日焼け止め
クリームをかじってきました―_―#

私も自分が何を書きたいのかわかりません。

たぶん楽しい留学生活をちょっと分かち合いたかったのでしょう。

PS.日本は猫好きな国です。では、ニャンちゃんの写真を共有しましょう〜

邵偲瑩さんの日記



 

 

 

 

 

 

 

 



EICイベント

2015.11.15

一週間ぐらい日記書きませんでした。今週は忙しかったです。

すごく大きなイベントで、一条もホスト学校だから、一週間ずっと準備していました。

留学生としても、学校の案内もしました。わたしちょっと緊張しました。

やさしい先生「留学生ですか。どのぐらい日本へきましたか。もう慣れてきましたか。」

わたし「そうてす。もう3カ月ぐらいで、だんだんなれてきました〜〜」

EICの先輩ともしゃべりました。先輩はいま中国語勉強しています。すごく頑張って、先輩と中国語でしゃべりました〜うれしっかった！

夜パーティーもしました。みんなと楽しんで、一位になりました！部屋に戻ってから、また寿司パーティーしました。秘密ですよはははは〜〜おいしかった！

邵偲瑩さんの日記



二日間ははやかったです。もう全部終わりました。でも楽しい二日間はぜったいわすれません！！

これは日本語で投稿されたものです



旅行

2015.11.22

1ヶ月間楽しみにしていた神戸旅行に今日ついにgogogoです！！！

荷物：かばんと小さいかばん！準備OK、出発を待つばかり　中華街、今行くよ！

邵偲瑩さんの日記



神戸シリーズの初到着

2015.11.23

日本にきてまもなく、市役所でホストファミリーのお母さんと約束した神戸への旅はとうとう出発を迎えました。

     神戸に初めて着くと、駅を出てすぐ、奈良とまったく違って、あちこちデパートや高層ビルに囲まれていました。

     喜びの気持ちは抑えきれず、タクシーに乗っててもまだまだ落ち着けませんでした。

     運転手さんは面白いおじいさんでした。日本のタクシーは、運転手さんが乗客とお喋りする文化なのかは知りませんが、風景を見回しながら地元の人とお喋りするのも楽し
いことです。

     「ホテルはだいぶ前から予約してたんですか？最近ホテルは人が多いですよ」

     「そうですよ。何ヶ月まえにもう予約しておきました。」

     「なぜかはしらないけれど、そのホテルのお客さんは多いようです。珍しい外観だから人気なのでしょうかね？」

     運転手さんの口から「珍しい外観」と聞いた時には深く考えもしなかったですが、着いたら気付きました。。。。。

     hotelはこんな風です－ －

こんな風です。。

邵偲瑩さんの日記





神戸シリーズの中華街

2015.11.23

神戸と言ったら、行く前にみんなに薦められました：必ず中華街に行ってね、と。外国人の友達まで、神戸に行くと知ったら、私の肩を叩いて、「go to chinatown」と言いま
した。

      行く前にもちろんその噂の中華街はどんなところだろうと想像してみました。そこまでみんなに薦められる中華街はどこが魅力的なのでしょう、と。

      実際に着いてみたら、黒山の人だかりでした。全長300メートルの通りに人いっぱい集まっています。

   

入り口に「長安街」と大きく書かれて、左右は中国各地の地元料理のお店です。けれど、各店は、期せずして一致していたのは、北京ダック、餃子、肉まんを並べています。聞
いてみたら、中華街は日本人の口に合わせて改良されていると分かりました。それはすこし残念です：舌先の中国（中国各地の料理を紹介するテレビ番組の名称でもあります―
訳注）、各地の美食は北京ダックに遮られてしまうとはね。でも、私たちは探して探して、「台湾食堂」という店にたどり着きました。

      ちょっと寂しい店で、入った時は私たち三人以外にお客はいなかったので、不安になります。こんなに賑やかな中華街に、こんなに静かな店があるなんて。それ以上は深く
考えず、メニューを取って、ちまき、牛肉麺、小籠包、豚足そして天ぷらを注文しました。

     牛肉麺は本格的な台湾風味で、柔らかく煮込んだ牛肉と、弾力性のある麺とコクのスープ、最後はスープも残さず完食してしまいました。麺のシェアは以上です。ちまきは
独特で、見た目の色が濃くないから、食べたらどうかなと疑っていましたが、ゆっくりと味わってみると、小エビ、栗が入って、そんなに醤油を使ってないけれど、味はちゃん
と入っていました。お店の看板料理豚足は、まるごと出されて、ぱっと見て怖いくらいでしたが、一口食べてみると、口に入れたらすぐに溶けて、かすかな甘味もあって、とて
も上海人の口に合うので、ちょっとしたサプライスでした。

ようするに、並ばずに懐かしい味を食べれたのは、とてもラッキーなことですね。

人少ないお店はおいしくないってことはないでしょうね？

邵偲瑩さんの日記



神戸シリーズの素敵な海景

2015.11.23

神戸のもう一つの特徴といいますと、港町で、顔にぶつかってくる海の磯臭さの匂いです。

けど、私は結構海の匂いが好きです。涼しくて、しょっぱくて、自然の匂いですから。

海辺に行ったら何をするんでしょう？

水遊び？——no。barbecue？——no。水着party？——no。

答えはフェリーに乗ります。もちろんフェリーに乗って素敵な海景を眺めるんですね。

       フェリーは揺れがきつくて、乗ってすぐにめまいを感じました。みんなは甲板へ行きましたが、私はしばらく中で休憩をとりました。みんなが段々と見飽きてきた頃に、
私は甲板に出ました。気温は18度、寒くもなく暑くもなくちょうどよかったです。振り返ったら、ホテルと結婚式場になると聞いた新築の派手な建物が見えました。かもめは
とても多く、その翼がはばたいている音と波がフェリーを叩いている音と混じっています。海風が顔に吹き当て、髪型はすっかり崩れちゃいました。両側の景色は素早く後ろに
移動していて、フェリーは速かったです。ちょっと気を抜くと、もうシャッターを押しそこなっちゃいます。45分くらいのフェリーで、私は甲板に40分もいました。内陸にあ
る奈良には、あまり海と触れ合える機会がなくて、こうやって海に触れられて非常にワクワクしていたわけです。

      

フェリーの中はとてもあたたかく、入ったらあちこち眠たそうな顔をしていて観光案内を聞いている人の姿が見えます。

たぶん、のんびりと静かな午後とは、こういう風景でしょう。

邵偲瑩さんの日記



神戸シリーズの各時間帯の神戸タワー

2015.11.23

神戸タワー、それほど大したことがないように聞こえますが、私はとても気に入りました。

だから、各時間帯の神戸タワーの写真を撮っておきました。あなたにもその美しさを楽しんでもらえたらと思います。

邵偲瑩さんの日記





神戸シリーズの旅行の意味

2015.11.23

二ヶ月も楽しみにした神戸の旅は、二日間で終わりました。本当にすごく速いですね。

美味しいブリン、港町の海鮮パスタ、神戸有名な牛肉などを食べたり、海辺を散歩したり、売店をうろうろしたり、細い山路を登ったりして、二日間ってどうしても足りないで
すよ。

     

     

邵偲瑩さんの日記



       

最近はとても忙しくて、十一月のカレンダーを見たら一日も暇がないくらい忙しくて、先週は家に帰ったらご飯を食べてシャワーを浴びてもう寝る時間になるほど忙しくて、音
楽を聞いたりコーヒーを飲んだり今の生活を記録したりする時間もないほど忙しかったです。

七時に家に帰って、慌ててご飯を済ませて、待ちきれずパソコンの電源を入れてみなさんに素敵な神戸をシェアしていました。

たぶん、旅行の意味とは、忙しい日々から、いくらかの時間を、遠くある町を見るのに、各地の風情を味わうのに、知らない人とコミュニケーションするのに、自分のやりたい
たくさんのことに、割くことでしょう。生活のリズムを一旦スピードダウンにしてから、再び元のlife styleに戻り、体は再度の出発に準備を整え、頭は常に冷静でいられること
になるから、私は旅行が好きであるわけです。

最後に、ホテルのベランダで眺めた観覧車をシェアすることで、今回の短い神戸への旅のピリオドを打ちましょう。

     



n1n1

2015.12.06

最近、定期考査と日本語能力試験が重ねています。

忙しい二週間です。

頑張りましょう！！

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



そろそろ冬休み！！

2015.12.13

やっといそがしい二週間終わりました！！

頑張って期末考査終わって、取材もしてもらいました。

そろそろ年末で冬休みです、漢字を頑張ります！！

これは日本語で投稿されたものです

邵偲瑩さんの日記



超爱的饺子！！

2015.12.20

之前跟寄宿家庭一起做了饺子。

日本的饺子都放韭菜呢。虽说都是饺子，但和中国的饺子有点不同。当然我觉得两种都很好吃，只是偶尔也想做一下中国的饺子吃。

用了肉，白菜，鸡蛋。最后做了水饺和煎饺。很好吃。下次我还想做〜〜

 　　

邵偲瑩さんの日記



Merry Christmas

2015.12.27

稍微晚了点儿，圣诞佳肴〜〜
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ChristmasUSJ

2015.12.27

一ヶ月期待したユニバーサル！！！やっと行った！！
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これは日本語で投稿されたものです



New Year~~

2016.01.09

恭贺新年！

今年也请多多关照〜

一起加油吧！！

邵偲瑩さんの日記



kimono（和服）~~

2016.01.09

前インタヴューのときわたしは着物着たいなあ〜〜って言いました。

お母さん「着物着たい？」

わたし「はい。着物一度着たいです〜〜」

お母さん「じゃ今度着てあげます。」

それからお母さんのところ行って、着物きました〜〜

日本の着物はきついけど、可愛くて大好き！！

みんな着物着たことありますか？すごくきれいですよ〜〜
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寿喜烧

2016.01.17

“有什么想吃的日式食品吗？”

“寿喜烧~~”

昨天终于吃到寿喜烧啦！！！

虽然没有吃生鸡蛋的习惯，不过一吃还真好吃

邵偲瑩さんの日記



日本的肚脐

2016.01.17

上个星期去了兵库县深处。

去了附近的日本肚脐的公园。

去之前我还问“肚脐是什么？”来着，去了就马上明白了。

那里是日本的正中央。

还去了那儿的科学馆。看着星星，冬天的星座差不多都明白了。

真是个好地方。

邵偲瑩さんの日記



Starbucks

2016.01.24

中国にいる時、とてもstarbucksが好きで、ほとんど毎週通っていたくらいです。

日本に着いてから最初にした事はスターバックスを探すことで、幸いにも近くに2店あるので、やはり、時々通っています。

以前アメリカにいる時は、コップをもらうと"forRebecca"と書いてくれていました、ついでに私の英語名はRebeccaと言います==

日本では今まで「ありがと」や「thankyou」といったいろんな種類のものを受け取りました。ここは本当に、常に感謝をする国だ、と突然思いました。短いながらも厳冬の中
に温もりを感じさせてくれます。

ついでに各地の仲間達、最近大雪ですので、温かくして過ごしてくださいね〜〜温かいMOCCAをおすそ分けします~~

邵偲瑩さんの日記



:)

2016.01.24

偶然ウェイシンのモーメンツでみかけました。エネルギーをいっぱいもらいました、2016！！！

邵偲瑩さんの日記



instant ramen museum（前編）

2016.01.31

去年の年末からずっと気になっていたインスタントラーメン発明記念館に、今週はやっと行けました。

なんていうんでしょう、日本語を勉強し始めてそんなに経っていない頃かな、外国籍の先生がそういう博物館があると紹介してくれました。それから気になっていましたが、し
ばらくしてそのことを忘れてしまいましたけど―ある時期になるとなぜか再びブームになったらしく、最近は友達にも薦められましたし、そんなに遠くもなかったから、その勢
いでずっと気になってきたことをやり遂げようと出向きました。

行く途中に新大阪駅に寄って、再来週の待ち合わせ場所を下見しました。わざわざ道を説明してくれたホストファミリーのお父さんお母さんありがとう。池田駅を出て、小さな
カーブを曲がったところ、なかなか素敵な屋敷が目に入りました。それはインスタントラーメンを発明した安藤さんのお家だそうです。その向かい側がインスタントラーメン発
明記念館です（ちょっと曇っていていい写真が撮れなくて少し残念ですT T）

記念館に入ったらすぐ見渡す限りのインスタントラーメンでした。何十年前の懐かしい包装から、今どのコンビニに入っても買えるインスタントラーメンまで揃っていたので、
感心しました。普通のインスタントラーメンでもたくさんのアイディアが潜んでいるんだなと。

見所は言うまでもなく、個性溢れたデザインのcup noodlesです。人の絵を見て、自分とちょっと見比べたら、絵を描く腕も生きるのに欠かせないものだなあと感慨を漏らしま
した―デザインに強くない私は黙々と端っこで泣くしかないですT Tさっさと描き終わったら、好きな味を選べます。前から日清のseafoodが好きだったから、考えもせず
seafoodにしました。それから入れたい食材を入れていきます。スペシャルさつまいもまでありました。さっきも言いましたが、seafoodシリーズが大好きです。けど、めった
に買わなかったです。その理由は食材が全部混ざっているから。私はネギが大嫌いだから、食べられるまでに無限なほど時間は伸ばされてしまいます―ネギを取り出さない
と！！でも自分で食材を入れられるとは、まさにネギ嫌いな人への朗報です！！！（きっと私の同類となる仲間がいると信じています）これ以上に嬉しいことはないですわ。食
材を決めてから包装です。スタッフが説明しながら雑談してくれて、なかなか人に見せられない私の絵がまさに褒められたとは、ちょっとは照れくさくて：）

高温をかけた後自分で包装します。後で写真も載せますね。エアパッケージに入れて一ヶ月間保存できます。空気を入れるとこから封するまで全部手作業です。私が普段は体験
できないことを楽しめました～～最後は完成したもので、手に提げても背負っても好きなようにすればいいんですよ！！
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instant ramen museum（後編）

2016.02.07

前はインスタントラーメンを手作り体験について話しました（実は先週だったけど―怠けてしまって後編になかなか手を付けなかったです）、でも本当は、ここは「インスタン
トラーメン博物館」と名付けられるところです。博物館とは何か？答えの中に、「歴史の気配」というキーワードがあるに違いないと思いますので、後編のメイン内容はインス
タントラーメンの歴史にしましょう。

最初のインスタントラーメンはみんなに親しまれているchicken ramen（今でもスーパーで買えるもの）で、最初の包装はプラスチックの袋だったと思います。安藤さんははる
ばる海を渡ってアメリカに（確かにアメリカだったですよね？間違ってても私に白菜など投げ込まないでくださいね。。）辿り着き、アメリカ人にそのインスタントラーメンを
薦めたところ、アメリカ人はすぐさまコップを取り出しお湯を注ぎ、そしてフォークを取り出して麺を完食しました。それが今のインスタントラーメンの前身です。安藤さんは
この経験をヒントに、インスタントカップラーメンの開発にとりかかりました。

しかし、どんな開発にもたくさんの思慮が必要です。例えば生産ラインで如何に麺をカップに収めるかという問題です。適当にカップに入れるだけでは問題が起きると見込ま
れ、ではどうすればいいでしょう？安藤さんは長い時間をかけて考え続けてきて、ようやくある日に、ベッドで横たわっていると「逆転」のアイデアが閃いたです。「逆転」と
はどういうことですか？それは、完璧に麺をカップに入れるには、麺をどうするかを考えるのではなく、カップを逆さまにかぶせる方法です。これは確かに確実でいい方法で
す。

これは思慮しなければならないことの一つに過ぎないで、それ以外もたくさんありますが省きます。とにかくこういった一つ一つの思慮のかたまりで、今のように手軽に作れる
生活必須品が出来上がったわけです。ちなみに、インスタントラーメンを食べるには５分間しかかからないですが、ゼロからインスタントラーメンを作り完成するまでには４０
分間もかかります。だから、どんな物を作っても簡単ではないと思います、例えごく簡単に手に入れられるものでも。

口から出任せで話が長くなりました。。博物館に行っただけで、どうしてこんなに多く知ることができるか、おまけにここでだらだら言うって私にぶつけてこないで。。博物館
にはクイズがあって正解なら賞品がもらえるもん― とにかく行く甲斐があるいいところです！
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研修

2016.02.07

今日は大晦日です。12時までこらえてみんなに新年の挨拶をしようとするつもりですが。。自分の習性をわかりきっているので、早めに言っておきましょう：皆さん、新年お
めでとう！新しい一年は健康であるように、なんでも自分の思うままに事が運ぶように！

明日からは研修ですよ！！わくわくして堪らない気持ちです―（具体的に小学生が春の遠足に行く前のような気持ち）新しい一週間に向かって、元気満々に頑張ろう！！
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卒業式

2016.03.18

卒業式が終わってしばらく経ちましたが、どのように別れを告げるかを考える勇気がないことに気づきました。

感情ーーあるいは情感、これはたぶん人類しか持っていない特別な能力だろう、今までずっと強靭であった女子野球チームの友達も次の日に目を赤くして学校に来ました、女性
の先生が涙にむせんでクラス全員の名前を読みあげて、校長先生が間を取りながら「卒業おめでとうございます」と言うのを聞いて、心の準備がないまま別れの悲しみで心が揺
さぶられました。

高校3年はいかに短いだろうが、そばにいてくれたあなたたちは数えきれない思い出を残してくれました、だから泣いたり笑ったりするけど、明日に向かってしっかりと歩き続
けます。風と雨がどんなに強くても、虹は必ず出ますし、夜にも必ず朝がやって来ます。

だから、別れるあなた達が、迷ったり後悔したりするときに、自分を固く信じられるように祈ります。

なぜなら、明日は良い天気になるからです。
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九州地震

2016.04.15

4月14日晚上九点左右，熊本地震了。

第一时间收到了来自马来西亚小伙伴的关心“你那儿还好吗？”然后打开微信群看到互相慰问的大家，也就安心了。

今早再次收到爸妈和朋友们的关心，我这儿很安全，大家都放心。

再次慰问九州地区小伙伴，大家要注意安全！平平安安的！

邵偲瑩さんの日記



お花見

2016.04.15

生活在三四月的日本，真的是说不出的幸运。

春假没什么大事，一个人晃了冰室神社，学校旁的佐保川，做了两个多小时急行会了三重的小伙伴，和朋友三三两两到奈良市周边的檀
原市，可以说从看着樱花慢慢冒出一点枝头一直看到现在凋谢的差不多。

印象最深的是佐保川吧，我去了三次。太阳照在头顶，随意选一块地方坐下，就像是生活在动漫中一样，没有什么人，很舒服。就是那
种我知道的舒服，我认识那里的每一块石头，那里的每块石头也认识我，我知道这里的每个角落经历的四季，这里的每个角落也知道
我，如何被时间滋长的这模样。

扯远了，其实就是带上seven eleven买的sandwich，然后带上一本书，一副耳机，可以坐上很久，可以体会那种很慢，很慢的生活。

就突然想到了木心先生的从前慢，从前的日色变得慢，车，马，邮件都慢。

我想，我喜欢佐保川，也是因为来到这里，就突然慢了下来吧。

邵偲瑩さんの日記





生日快乐

2016.04.15

大概是半个月前听说有人要生日啦＝ ＝

生日礼物送好了！但是保密！

生日快乐小朋友！虽然不在国内，但是你还有我们。

好吧再说一遍，丁依宁生日快乐

（不要问我为什么今天写，因为我知道明天才能看到

邵偲瑩さんの日記



三小时步行

2016.04.15

因为参加学校国际英语交流部，所以自然的参加了所有rotary club的活动。

参加活动前一天突然被通知明天八点要到现场，九点开走，合计四小时。

因为有朋友是rotary club一员，之前还调侃说“哇你要走三小时啦好羡慕＝ ＝”突然就被通知我也要去，当场就被朋友嘲笑了很久。。

好吧一路艰辛爬到出发地点大安寺（电车转bus然后步行。。），然后就是工作人员准备活动，手上拿着一堆材料，然后等着一波一波参与活动的大家到达。

途经市政府，西大寺等许多算是奈良可以观光的地点，一路举着旗帜，迎着太阳，然后发现有限的时间也可以做那么多事情，可以帮助到别人，圆满完成任务啦！大约七公里，一路
走走停停，不怎么累，能与各种各样的人边走边聊，听听他们的经历，应该算是有一路的收获。

希望下次还能参加这样的活动！
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